
  

  

 

 

 

二学期が始まりました❕ 

８月１４日（月曜日）、校舎に子供達の声が戻ってきました。 

８時少し前から、児童の「おはようございます！」の声が職員室に響きました。職員室に向かって挨拶をす

る児童生徒の姿を確認した先生方からは、「大きくなったような感じがしますね。」という言葉がささやかれま

した。常に身近で見ていた家族のみなさんは気づかないことかもしれませんが、この休み中、子供達は確実に

成長したようです。表情からもたくましさが感じられましたし、目も輝いていました。 

「先生、〇〇さんは身長が伸びましたよ。」 

「先生、○〇さんは声が少し変化したみたいですよ。」 

「○〇さんはからだが大きくなったみたいです。」など、子供達もお互いの成長を認め合っていました。 

たくさんの行事が実施される二学期ですが、リマ日の児童生徒のみなさんの成長が楽しみです。 

 

【８月の行事予定】＊再掲します 

８月１４日（月） 2 学期始業式 11 時 15 分下校予定 発育測定（～18 日） 

１７日（木） エルボスケオンライン説明会 18：00～  

    ２１日（月） 委員会 中学部実力テスト 

     ２２日（火） 非常事態訓練（テロ）昼休み 合唱練習（リマ日タイム） 

     ２３日（水） 先生集会③ 

   ２４日（木） 合唱練習（リマ日タイム） 達成タイム（放課後） 

     ２５日（金） ラ・ウニオン校訪問 

     ２８日（月） リマスポ開始 

   ３０日（水）  サンタロサ（Santa Rosa de Lima）祝日 

     ３１日（木） バス指導 

 

 

（始業式の話より） 
この二学期は「たくさん失敗してください！」と伝

えました。反応は「ええー！！」となりました。 

そこで、 

人間は最初からすべてがうまくできるわけではあ

りません。どんなに一生懸命準備しても、何度練習し

ても、うまくできるとは限らないのです。皆さんが大

きくなっても、うまくいかないことの方が多いのが現

実です。思ったようにできない、うまくいかないとい

うことは、新しいことにチャレンジしているというこ
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とです。つまり、失敗した人は、他の友達よりも進んで新しいことに挑戦したことになります。 

さらに大切なことは、うまくできなかったときに「どうしてうまくいかなかったのだろうか」ということを考

えることです。そして、失敗を繰り返さないためにどんなことに注意したらいいのだろうか、自分の何がよくな

かったのだろうかということをきちんと分析して、その分析した結果をもとにして、やり直してみることも大切

です。単純に「失敗しちゃった」で終わりません。ここが大切なところです。 

 2 学期は皆さんがいろいろなことにチャレンジできるチャンスがたくさんあります。 

何もしないでじっとしていて、過ごしたら、失敗することもなくなってしまいます。まず行動してみてください。

もし、失敗してもそれは決してマイナスではありませんし、長い目で見ればプラスとなるはずです。 

皆さんには、どんどんいろいろなことにチャレンジして、ほしいと思っています。うまくいかなくても、自分

を振り返り、原因を分析して、やり直すことで皆さん一人一人が成長していくのです。 

校長先生もたくさん失敗したから大きくなれたのです。ここリマ日が、失敗しても大丈夫という安心が得られ

るような学校になるといいなと思っています。安心して学習しているみなさんの姿が見られることを楽しみに

しています。 

・・と伝えました。ご家庭でも子供達が新しいことにチャレンジしていたら、温かく見守っていただきたいと

思います。子供達の可能性をつぶさないことが大切です。 

 

虫の目・鳥の目・魚の目 ―ある日の校長の目― 

 

始業式のあいさつの中で、子供達に、 

「学校に登校してきて、変わったところがあることに気が付いた人いますか？」 

と聞きました。低学年の子供達が手を挙げて、真っ先に「滑り台！」と言いました。 

滑り台は以前も黄色で、遠くから見たのではその変化に気が付かないだろうと思っ 

ていたのですが、この反応の速さには私もびっくりしてしまいました。子供はちょ 

っとした変化にも気が付くものなのですね。 

（＊滑り台は新しいものに作り変えました。） 

続いて、「まだほかにもあります。」というと、またまた手を挙 

げたのは低学年児童でした。「壁が変わった？」と答えました。 

これにもビックリです。登校して校庭にはまだ出ていなかった 

はずですからわからないだろうと思ていたのですが・・。 

（途中の工事の様子を見ていれば別ですが。） 

（＊校庭の壁の部分の布を取り外し、金網部分のペンキを塗 

りなおし、防風ネットを新しいものに交換しました。） 

 

「気づく」という感覚？感受性？感性？ちょっとしたことであっても子供達は大人以上に敏感に物事を感じ

たり、気づいたりするのかもしれません。私達大人はものを「見よう」と意識して初めて認識できるのに対し

て子供は見ようと思わなくても自然と周りの様子が視野に入り、記憶されているのかもしれません。 

“子供は大人のちょっとした変化にも気が付いているのかもしれない”と考えると、私達は、いい加減なこと

はできないなと思います。「子供だからまだわからないだろう」という考え方は変えた方がよさそうです。 

子供は常に大人の背中を見ているのですから。 


